００－００－０００００　りんくはじめ
　箱根ロープウェイは小田急の箱根における一環ルートの確立を目的に、昭和３４年早雲山～大湧谷間が開通、翌３５年に大湧谷～桃源台間が完成した。このロープウェイの計画は昭和4年頃からあったというから随分と早い計画であった。ちなみに、日本で最初の旅客用ロープウェイは奈良県の吉良大峰ケーブルである。
　この箱根ロープウェイの完成によって、小田急関連交通機関による一環ルートが完成し、観光コースの決定版「箱根ゴールデンコース」として人気を呼んだ。回遊の便利さと、世界第二の、もちろん日本一の規模の大きさ、そして箱根の景観（ｌａｎｄｓｃａｐｅ）を空中から見下ろすロープウェイならではの魅力で、ロープウェイ開通後しばらくは乗客の列が続いた。
　今、箱根ロープウェイからの紅葉が見事だ。
